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日々の祈りをとおして、それぞれに差し向けられた神様のみ思い
に出合い、神様との間柄をより深めていくための手帳です。
お直会や記念品などにご活用ください。
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祈りの手帳 ○「拝詞」の項、「金光大神
賛仰詞」最後から2行目

　〈誤〉限りなき神恩に浴
　　し　まつる

　〈正〉限りなき神恩に浴
　　しまつる

○本部広前の祭典日と意
義の項、布教功労者報
徳祭の最後２行を削除

「2024年版祈りの手帳」
について、以下の個所に誤
りが見つかりました。おわ
びして訂正致します。

道
の
ご
縁
や
当
教
会
の
ご
縁
を
頂

い
て
の
今
で
あ
る
こ
と
に
、
改
め

て
お
礼
申
し
上
げ
、
こ
こ
か
ら
さ

ら
に
助
か
り
立
ち
行
く
お
か
げ
を

こ
う
む
っ
て
ま
い
り
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

熊
本
県
八
代
教
会
（
重
松
富
士

雄
教
会
長
）
は
昨
年
11
月
12
日
、

教
祖
１
４
０
年
生
神
金
光
大
神
大

祭
に
併
せ
て
八
代
布
教
１
２
０
年

記
念
祭
を
仕
え
た
。

　

祭
典
は
、
萬
野
信
一
先
生
（
熊

本
教
会
長
）を
祭
主
に
仕
え
ら
れ
、

祭
典
後
、
井
手
美
知
雄
先
生
（
福

岡
県
行
橋
教
会
長
）
が
「
こ
こ
か

ら
の
お
か
げ
を
」
と
題
し
て
講
話

し
た
。

　

そ
の
後
、 
重
松
教
会
長
が
、 「
神

一
筋
の
信
心
を
し
て
い
る
か
、 日
々

自
分
に
問
い
掛
け
な
が
ら
ご
用
を

さ
せ
て
頂
い
て
い
る
。
１
２
０
年

を
迎
え
、
お
か
げ
を
頂
い
て
き
た

こ
と
に
改
め
て
気
付
き
、
あ
り
が

た
い
」
と
述
べ
た
。

　

愛
媛
県
今
治
教
会
（
塚
本
憲
正

教
会
長
）
は
昨
年
10
月
13
日
、
教

祖
１
４
０
年
生
神
金
光
大
神
大
祭

に
併
せ
て
布
教
１
２
０
年
記
念
大

祭
を
仕
え
た
。

　

祭
典
は
、
福
嶋
光
善
先
生
（
大

阪
府
真
砂
教
会
長
）
を
祭
主
に
仕

え
ら
れ
、
祭
典
後
、
祭
主
が
教
話

7 2024年（令和6年）1月24日 金　光　新　聞

　

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
は

昨
年
11
月
５
日
、
京
都
市
左
京
区

の
京
都
大
学
百
周
年
時
計
台
記
念

館
百
周
年
記
念
ホ
ー
ル
で 「
レ
ク
チ

ャ
ー
上
映
会  
大
正
期
の
映
画
と

民
衆
宗
教  

活
弁
士

に
よ
る
『
性
は
善
』

上
映
を
通
し
て
」
を

開
催
し
、 

約
２
６
０

人
が
参
加
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
同

研
究
所
と
金
光
図
書

館
の
共
催
で
企
画
さ

れ
た
。
大
正
期
、
各

宗
教
団
体
は
映
画
と

い
う
新
し
い
メ
デ
ィ

ア
を
通
し
て
、
都
市

大
衆
に
向
け
て
教

え
を
伝
え
て
い
っ
た
。
金
光
図
書

館
が
所
蔵
す
る
大
正
期
制
作
の
映

画
、『
性
は
善
』
に
関
す
る
講
演

と
上
映
を
通
じ
て
、
当
時
の
宗
教

と
映
画
に
つ
い
て
求
め
る
べ
く
開

催
さ
れ
た
。

　

初
め
に
、
映
画
史
研
究
の
立
場

か
ら
、
冨
田
美
香
氏
（
国
立
映
画

ア
ー
カ
イ
ブ
） が 「
日
本
に
お
け
る

教
育
・
宣
伝
映
画
の
歩
み
と
宗
教

─
無
声
映
画
の
時
代
」
と
題
し
て

講
演
を
行
い
、
続
い
て
金
光
図
書

館
の
兒
山
陽
子
先
生
（
徳
島
県
佐

馬
地
教
会
） 

が
、 「
大
正
か
ら
昭
和

初
期
の
金
光
教
に
お
け
る
映
画
制

作
と
上
映
活
動
─
映
画 『
性
は
善
』

の
成
り
立
ち
紹
介
を
中
心
に
」
と

題
し
て
、
次
の
よ
う
に
話
し
た
。

　
　
　
　
　
　

〇

　

金
光
図
書
館
は
、
戦
前
の
古
い

映
画
の
フ
ィ
ル
ム
を
所
蔵
し
て
い

て
、
そ
の
中
に
、
金
光
教
を
信
仰

し
て
い
た
映
画
監
督
・
川
口
吉
太

郎
氏
が
大
正
13
年
に
制
作
し
た
無

声
映
画
『
性
は
善
』
が
あ
る
。
こ

の
映
画
は
全
５
巻
で
、
残
念
な
が

ら
３
巻
と
４
巻
の
フ
ィ
ル
ム
と
脚

本
の
所
在
は
不
明
だ
が
、
映
画
の

あ
ら
す
じ
は
当
時
の
金
光
教
内
発

行
の
新
聞
や
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
て

い
た
。
活
弁
士
・
矢
吹
勝
利
氏
の

「
フ
ィ
ル
ム
が
な
い
部
分
は
弁
士

の
語
り
で
補
え
る
」
と
の
言
葉
に

背
中
を
押
さ
れ
、
多
く
の
方
々
の

助
力
に
よ
っ
て
こ
の
映
画
を
よ
み

が
え
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

川
口
氏
の
『
性
は
善
』
制
作
の

背
景
と
し
て
、
大
正
末
期
に
は
他

に
も
金
光
教
に
関
す
る
映
画
が
制

作
・
上
映
さ
れ
て
い
て
、
当
時
の

金
光
教
で
は
映
画
が
人
々
の
信
仰

心
に
働
き
掛
け
る
有
効
な
メ
デ
ィ

ア
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
、
人
々

に
も
映
画
に
対
す
る
興
味
や
関
心

が
養
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
こ
う
し
た
映
画
の
利
活
用

は
金
光
教
に
限
ら
ず
、
同
時
期
の

日
蓮
宗
や
浄
土
宗
で
も
盛
ん
に
行

わ
れ
た
。

　

金
光
教
の
信
仰
に
出
合
い
、
お

か
げ
を
受
け
た
川
口
氏
は
、
信
仰

に
よ
る
喜
び
を
多
く
の
人
に
伝

え
、
分
か
ち
合
う
手
立
て
と
し

て
、
映
画
の
制
作
を
思
い
立
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
映
画
で
は
、
主
人

公
「
お
よ
し
」
に
現
れ
た
改
心
と

神
様
に
心
を
向
け
る
信
仰
的
経
験

が
描
か
れ
て
い
る
。
映
画
の
最
初

と
最
後
に
は
、
主
題
で
あ
る
金
光

教
祖
の
「
子
供
の
中
に
く
ず
の
子

が
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
か
わ
い
い
の

　

京
都
府
平
安
教
会
（
中
野
信
一

郎
教
会
長
）
は
昨
年
10
月
22
日
、

教
祖
１
４
０
年
生
神
金
光
大
神
大

祭
並
び
に
布
教
満
１
４
０
年
記
念

祭
を
仕
え
た
。

　

祭
典
は
、
白
神
紀
美
雄
先
生

（
大
阪
教
会
）
を
祭
主
に
仕
え
ら

れ
、
続
い
て
、
昭
和
８
年
に
仕
え

ら
れ
た
平
安
教
会
布
教
満
50
年
記

念
祭
の
様
子
が
収
め
ら
れ
た
フ
ィ

ル
ム
を
上
映
し
た
。

　

祭
典
後
、 中
野
教
会
長
が 「
生
神

金
光
大
神
取
次
の
お
か
げ
に
よ
っ

て
、
今
月
今
日
を
迎
え
さ
せ
て
頂

い
て
い
る
私
た
ち
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
、
改
め
て
心
か
ら
お
礼
申

し
上
げ
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

静
岡
県
焼
津
教
会
（
川
西
浩
之

教
会
長
）
は
昨
年
11
月
16
日
、
教

祖
１
４
０
年
生
神
金
光
大
神
大
祭

に
併
せ
て
布
教
１
２
０
年
記
念
大

祭
を
仕
え
た
。

　

祭
典
は
、
川
西
真
由
子
先
生

（
静
岡
県
藤
枝
教
会
長
）
を
祭
主

に
仕
え
ら
れ
、
祭
典
後
、
髙
橋
真

男
先
生
（
静
岡
県
沼
津
教
会
長
）

が
教
話
し
た
。

　

そ
の
後
、
川
西
浩
之
教
会
長

が
、「
歴
代
教
会
長
夫
妻
を
は
じ

め
と
す
る
布
教
功
労
者
ら
の
ご
遺

徳
の
お
働
き
に
よ
っ
て
導
か
れ
、

救
わ
れ
て
き
た
私
た
ち
で
あ
る
。

が
親
の
心
じ
ゃ
。
不
信
心
者
ほ
ど

神
は
か
わ
い
い
。
信
心
し
て
お
か

げ
を
受
け
て
く
れ
よ
」
と
の
教
え

が
示
さ
れ
る
。

　

川
口
氏
は
信
仰
の
喜
び
を
伝
え

る
願
い
で
映
画
を
制
作
し
た
が
、

観
客
の
側
に
そ
の
意
図
が
ど
の
程

度
伝
わ
っ
て
い
た
の
か
は
分
か
ら

な
い
。
当
時
の
観
客
の
反
応
の
一

つ
と
し
て
、
ま
る
で
金
光
教
本
部

へ
参
拝
し
て
い
る
よ
う
に
、
か
し

わ
手
を
打
っ
て
拝
ん
で
い
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
映
画
を
通
し

て
、
観
客
そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
や
関

心
に
沿
っ
て
自
由
に
、
信
仰
的
な

楽
し
み
を
見
い
だ
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
。

　

こ
の
た
び
の
テ
ー
マ
「
大
正
期

の
映
画
と
民
衆
宗
教
」
と
の
関
わ

り
で
言
え
ば
、
映
画
に
よ
っ
て
、

「
教
え
」
の
伝
達
や
授
受
に
と
ど

ま
ら
な
い
、
宗
教
に
関
わ
る
「
楽

し
い
」
の
領
域
が
大
き
く
広
が
る

善
』
と
『
豪
傑
児
雷
也
』
の
ラ
イ

ブ
上
映
が
な
さ
れ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
映
像
と
活

弁
、
音
楽
、
観
客
が
一
体
と
な
っ

て
い
た
。
大
正
時
代
当
時
の
上
映

会
を
追
体
験
し
た
よ
う
な
感
覚
が

し
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
っ
た
。

し
、「
こ
れ
ま
で
ご
用
さ
れ
た
先

師
や
信
奉
者
の
方
々
も
共
に
、
こ

の
１
２
０
年
を
祝
っ
て
い
る
こ
と

に
心
を
向
け
、
先
の
世
に
信
心
を

残
し
、
助
か
る
道
を
つ
な
ぐ
こ
と

が
大
切
だ
」
と
語
っ
た
。

　

そ
の
後
、
塚
本
教
会
長
が
「
祭

詞
で
は
、
教
会
の
歴
史
を
振
り
返

る
内
容
を
奏
上
く
だ
さ
り
、
感
極

ま
っ
た
。
歴
代
金
光
様
、
歴
代
親

先
生
が
ご
祈
念
く
だ
さ
っ
て
の
今

で
あ
る
と
、
あ
り
が
た
く
思
う
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

福
岡
県
門
司
港
教
会
（
牟
田
正

枝
教
会
長
）
は
昨
年
11
月
19
日
、

教
祖
１
４
０
年
生
神
金
光
大
神
大

祭
に
併
せ
て
開
教
１
１
０
年
記
念

祭
を
仕
え
た
。

　

祭
典
は
牟
田
教
会
長
を
祭
主
に

仕
え
ら
れ
、 祭
主
は
祭
詞
で 「
命
と

ご
神
縁
が
つ
な
が
っ
て
の
今
で
あ

る
こ
と
に
感
謝
し
、
さ
ら
な
る
信

心
の
成
長
を
願
う
」と
奏
上
し
た
。

　

祭
典
後
、
映
画
『
お
か
げ
は
和

賀
心
に
あ
り
』
を
参
拝
者
全
員
で

鑑
賞
し
、
牟
田
教
会
長
が
「
教
祖

様
の
時
代
に
ワ
ー
プ
し
て
、
教
祖

様
に
ま
み
え
、
改
め
て
『
わ
が
心

で
わ
が
身
を
救
い
助
け
よ
』
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
っ
た
」
と

感
想
を
述
べ
た
。

　

兵
庫
県
今
津
教
会
（
西
中
道
彦

契
機
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
言
え
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　

〇

　

講
演
後
、
夫み

ょ
う
と婦

活
弁
士
む
っ
ち

ゃ
ん
・
か
っ
ち
ゃ
ん
（
矢
吹
む
つ

み
、
勝
利
夫
妻
）
と
野
原
直
子
氏

の
ピ
ア
ノ
演
奏
に
よ
る
、『
性
は

教
会
長
）
は
昨
年
11
月
３
日
、
教

祖
１
４
０
年
生
神
金
光
大
神
大
祭

に
併
せ
て
開
教
１
０
０
年
祭
を
仕

え
た
。

　

祭
典
は
、
西
中
教
会
長
を
祭
主

に
仕
え
ら
れ
た
。
祭
典
後
、
祭
主

が
教
話
し
、
教
会
布
教
の
歴
史
、

開
教
90
年
祭
の
年
に
亡
く
な
っ
た

前
教
会
長
・
西
中
保
彦
師
の
ご
用

姿
勢
や
、
帰
幽
翌
年
に
、
長
年
願

わ
れ
て
き
た
教
会
境
内
の
借
用
部

分
の
購
入
の
お
か
げ
を
頂
い
た
こ

と
、
１
０
０
年
祭
に
向
け
た
信
心

の
取
り
組
み
で
あ
る
四
つ
の
「
奉

迎
祈
願
」
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　

福
井
県
教
会
連
合
会
は
昨
年
９

月
10
日
、
４
年
ぶ
り
に
み
ん
な
の

つ
ど
い
を
開
催
し
、
20
人
が
参
加

し
た
。

　

こ
の
つ
ど
い
は
、
参
加
者
が
他

教
会
と
交
流
を
図
り
、
信
仰
を
深

め
る
こ
と
を
願
い
と
し
て
開
か

れ
、
今
回
は
、
福
井
県
坂
井
市
に

あ
る
観
光
名
所
の
一
つ
、
東と

う
じ
ん
ぼ
う

尋
坊

を
訪
れ
た
。

　

観
光
遊
覧
船
に
乗
り
、
案
内
役

の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
天
地
自

然
の
働
き
が
生
み
出
す
雄
大
な
景

色
を
堪
能
し
た
。
時
折
、
波
で
船

が
揺
れ
る
の
に
応
じ
て
歓
声
が
上

が
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
東
尋
坊
が
間

近
に
迫
り
、
船
席
の
窓
に
は
波
し

ぶ
き
が
当
た
っ
て
迫
力
が
あ
っ

た
」
と
感
想
が
あ
っ
た
。

昨
年
12
月
13
日
号
３
面

の「
プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ
」

の
答
え
は
「
12
」
で
し
た
。

布
教

140

平
安
教
会

年

布
教

120

焼
津
教
会

年

布
教

120

八
代
教
会

年

布
教

120

今
治
教
会

年

開
教
110

門
司
港
教
会

年

開
教

100

今
津
教
会

年

東尋坊訪れ絶景を堪能

宗教と映画の関係考える上映会




